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やや減少傾向がみ

られるものの，学校を原因施設とする食中毒では

たりの患者数が増加の傾向にある。

めざましい発達に

もかかわらず，食中毒事件が未だに発生している

ら，より一層の衛生管理が必要と思われる。
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そこで，今回は，短大の食堂や厨房におけーる空

中派遊微生物の数や細菌叢の季節変動を調査する

ごとにより?二次汚染防止対策のーっとしての空

の微生物管理をどうすすめるべきかを検討し

fこσ〉 ブ
~ 
.~ 0 

浮遊細菌調査対象施設

同じ鹿児島女子短期大学を調査対象とし

た。測定場所は集団給食実習室 (EI厨房 B2厨

Bl側食堂， B dR~食堂，学生ホールの 5 ケ

とした。測定位置はBl厨房，学生ホール，食

堂は部屋の中央付近， B 2厨房はカウンター付近，

測定の高さは食堂，学生ホールはテーブル上，

]う 1 t. B2厨房はカウンター上とし

フ人
J、。

2.空中浮遊細菌の測定期間

4月から12月のうち，集団給食実習が行

われる月と週を選ぴ¥各月ヲ連続3日間ずつ測定

す実施した。各測定日とも El厨房は11時30分か

ら12日寺の間，その他は12時から13時の聞に空気を

した。この時間帯は房では配膳作業が活

発になる時であり，食堂，学生ホールを利用する

学位の数がふ番多い時である。

測定期間中の室内の温度および湿度は Table1 

少ごした。
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3.空中浮遊細菌の捕集方法

“SAS COMP ACT" BACTERIOLOGICAL AIR 

SAMPLER (日本ゼネラル(株))を用い， 80秒

間120eの空気を吸引し， トリプトゾイ
t (直径5.5cmシャーレ)に空，:jl細菌を捕集した。

このシャーレを37'C，24時間培養後，発生したコ

ロニーを数え，空気100eあたりの集落形成単佼
( C F U : Colony Forming として現した0

4.空中浮遊細菌の分類

平板培地上のコロニーを釣菌L，トリプトゾイ

寒天斜面培地に純培養 (24時間)後，グラム

し，形態的に分類した。

グラム陽性球菌については，カダラーゼ産生能

陽性の蔚株のみGF、試験 (GF培地日氷)を行い，

その他に U 

についてはヲ N..IDテスト

により種名を同定した。 S.aureus 

については，さらにメチシリン耐性黄色ぶどう球

菌の検査を MRSAスクリーン培地(ベクトン)

で行った。

グラム陽性芽胞形成梓茜 (Bacillussp.) につ

いては， NGKG培地(日水) 上でのレシチナー

ゼ反応によって β.cereusを同定後，硝

試験，クエン酸塩利用試験，でんぷん水解試験等

によって生物型を判定した。

結果

1.浮遊細菌数

各測定場所の月別浮遊細菌数の変動を 1

'プーした。どの測定場所も浮遊細菌数は7月が一

番多く， 12月が‘番少なかった。また，いずれの

測定月においても B 房の細菌数が一番少なかっ

た。
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Fig.2. The relationship between the bacterial 

contents of indoor-air and the temperatur8， 

the relative humidity of research rooms‘ 

く〉ー， Bacterial contents (CFU) ; 
騒騒， Relative humidity (%)鴎醐，Ter即日1'-
乱ture(OC). 
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空中浮遊細菌数や種類はさまざまな要因によっ

て変動するが .2に示すように室内の温度，

と浮遊細菌数には相関関係が認められた。

2. 

の全浮遊細菌叢と各浪IJ定場所における月別

を:3に示した。全体として， 4 

月はグラム陽性芽胞非形成拝菌が23.9%，グラム

陰性梓菌が26.7%と優勢叢を占めたが， '7， 11， 

12月はグラム陽性芽胞非形成梓

%， 36.7%， 34.4%と第一位を占めた。

梓菌の検出頻度が高かったのは11月であった。

測定場所別では Bl厨房において， 12月にお

ける Micrococciの検出率が30.8%と他

所や月に比ベヲ高かった。 Bl側食堂において，

11月の優勢叢の第 A位を芽胞形成梓菌が占めたの

は特異的である。芽施形成梓菌の検出率が一
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には11月 る ホ，_Jt/の場 11月， 12月がそれぞれSωαrneri 6%)， 0 

と った。 %) った。測定期間を通して，食中毒の原因

属 となる S.aμreusはStaphylococciの22.6%，全

;を.4 ~こ 浮遊細菌の2.1%の検出 であった。測定月~Ij'("

における第 は， 4月がS. みると， gαureusの検出 7月において高い
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(32.1%)， 'f月がSαureus のは，食中毒予防上注意すべきである。

また， MRSAスタ 1)ーン培地によるメチシリン

耐性黄色ぶどう球菌の判忘結果を 5に示した0
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detective of S. 

allreus among airborne bacteria and MRSA 

arnong S.αureus. 

:襲撃豊富.S.ω reus， 1，，1RSA. 

食品衛生と重嬰なBαcil

ll1S. cereusの分布を Fig.6に示した。

測定期間を通してヲ B.cereusはBαcillusJ，扇の

19β%，全浮遊細菌の1.8%の検出率であった。

月別でみると， 11月における検出率が一番高かった。

さらに，分離された丘 cereusの生物型を環境

分離菌株の孟~別法によって型車りした結果を Table

2に示した。

でんぷん分解菌である 1~ 4型は 7月

く o医吐型の非分解菌である 5~8 型は 11月が一

番多かった。
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Table 2. Biotypes of B. cereus 
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村 山恵美子 ，1 t~ -，、，

を占める恒i止型が秋から冬にかけて

ことからも秋季には特に注意すべきであろう。

4 月~月にカサ?で匂 エーアーけーンプラ…

(日本ゼネラル(株))を用いて，

浮遊細菌の掠集を ) 

' 

における月別空中浮遊細煎数 7月がー一季最高値を示し.夏から

の測定結果より，空中浮遊細菌数は温度 9 湿度と

比例することが明確になった。また，月別浮i援細

菌数の変動は，食中毒統計の月別発生状況に類似

していることから，食中毒予防の」環として，空

においてはグ

ラム陽性芽胞非形成梓閣に，秋においてはグラム

陽性芽胞形成梓蔭に特に注意が必要である。

においては人的にも環境的にも十

を必要とするが B，

の浮遊細菌数がこれまで報告されている

tあたり平均40)より

ましい傾向である。たのは。

と 、S.aureusヒB.cereus 
らの汚染の可の検出比率より，両者による

能性は同率と考えられる。

S.αureusについては，に占める

割合が7月が一番高いことから，夏季には特に注

きであろう。院内感染で問題となっている

では，

かった。

菌38.2%子グラム

球菌

%の}II見で全会出された。

。んも ゲ弓 i人

) 10.1 

F 、4

から

性梓i菌は春から秋に

かけて増加， 4月に

ラム陰

ら

グラム陽性球的

Micrococci以外の) Lλ 

秋にかけて増加し，

高値を示した。

1.月"

(3) 邑.p.におめる S.αUrCi.lSの

合は 7月が一番多く， 32%であった。また， S

αureus'こ占める MRSA の割合 ~;t '7月 8;3?1o~

11月14.3%であった。

メチシリン耐性黄色ぶどう球菌が検出されたこと は)グラム陽性芽組形成梓菌に占める丘 ωs

については，病院施設ではないので特に注意する

ないと思われる。しかし，感染の可能性は

どこにで、もあるという点は考慮すべきである。

B. cereusについては， Bacilliに占める割合，

全空中 に占める ともに11月が一番

した結果， 日本高いこと，またり生物思別

の割合は11月 く.249らであった。
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